
蔵
王

町
の

放
課

後
児

童
対

策
の

現
状

平
成

３
０

年
５

月
１
１

日
第
７
１

回
提

案
募

集
専

門
部

会

テキストボックス
資料５



１
．
蔵
王
町

の
紹

介

•
蔵

王
連
峰

の
東

麓
、
宮

城
県

の
南
西

部
に

位
置
し

、
町

域
の

約
６

０
％

が
山

林
原

野
。

•
稲

作
、
果

樹
な

ど
の
農

業
と

、
酪
農

が
盛

ん
で
あ

る
。

•
蔵

王
国
定

公
園

に
含
ま

れ
、

遠
刈
田

温
泉

を
有
す

る
観

光
の

町
で

も
あ

る
。

２
．
蔵
王
町

の
人

口
と

児
童
数

【
人

口
】

平
成

３
０

年
３

月
末

現
在

の
町

の
世

帯
数

は
４

，
５

０
７

戸
、

人
口

１
２

，
２

４
８

人

【
児

童
数

】

保
育

所
・

・
・

公
立

２
箇

所
幼

稚
園

・
・

・
公

立
３

箇
所

小
学

校
・

・
・

公
立

５
箇

所

未
就

学
児

４
６

３
人

小
学

生
５

３
４

人

１



３
．
蔵

王
町
の
小
学
校

（
Ｈ
３
０
．
４
．
１
）
（
人
）

学
校

名
１

年
２

年
３

年
４

年
５

年
６

年
計

立
地

状
況

円
田

１
４

２
１

１
５

１
５

１
３

１
３

９
１

田
園
地
帯
に
あ
り
、
３
世
帯

家
族
が
多
い

平
沢

１
３

７
６

１
１

１
３

９
５

９
田
園
地
帯
に
あ
り
、
３
世
帯

家
族
が
多
い

永
野

１
８

１
８

９
１
６

２
９

１
３

１
０

３
町
の
中
心
に
あ
り
、
核
家
族

の
多
い

宮
３
８

２
８

３
０

４
１

３
１

２
８

１
９

６
交
通
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、

人
口
が
集
中
核
家
族
が
多
い

遠
刈
田

１
０

９
１
５

１
７

１
４

２
０

８
５

山
間
部
に
位
置
し
、
温
泉
街

に
あ
る

計
９
３

８
３

７
５

１
０
０

１
０
０

８
３

５
４

３

２



幼
稚

園
・

保
育

所
を

卒
園

し
、

小
学

校
に

入
学

放
課

後
児

童
対

策

（
１
）
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
５
ク
ラ
ブ
）

（
２
）
児
童
館

（
５
児
童
館
）

（
３
）
ご
ざ
い
ん
学
習
室

（
５
学
習
室
）

（
小

・
中

学
校

に
お

け
る

放
課

後
学

習
指

導
）

Ｐ
．

７
参

照

蔵
王

町
の

受
け

皿

３



４
.蔵

王
町

の
放

課
後

児
童

対
策

（
１

）
放
課

後
児

童
ク
ラ

ブ

対
象

学
年

小
学

１
～

６
年

生

提
出
物

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
請
書
、
就
労
証
明
書

利
用
時
間

授
業
終
了
後
～
１
８
時

学
校
休
業
日

７
時
３
０
分
～
１
８
時

利
用
料
金

無
料

た
だ
し
延
長
利
用
者
（
１
７
時
１
５
分
～
１
８
時
）
は
、

月
額
２
千
円

＊
お
や
つ
は
、
５
時
１
５
分
～

休
館
日

土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

４



＊
各
放
課

後
児

童
ク
ラ

ブ
の

実
施
状

況
（

Ｈ
３

０
年

度
）

登
録
児
童

数
（
Ｈ
２
９

）
登

録
児
童

数
（

Ｈ
３
０

）
規

模
利

用
人
数

職
員
数

Ｈ
３
０

資
格
（
勤
務
形
態
・
Ｈ
３
０
）

（
児
童
厚
生
員
は
保
育
士
資
格
有
）

円
田
児
童

ク
ラ

ブ
７

１
０

４
０

３
児
童
厚
生
員

１
人

補
助
員

２
人
（
１
日
、
午
後
）

平
沢
児
童

ク
ラ

ブ
２

４
４
０

３
支
援
員
（
保
育
士
資
格
、
児
童
厚
生
員
資
格
所
持
）
１
人

補
助
員

２
人
（
１
日
、
午
後
）

永
野
児
童

ク
ラ

ブ
３
０

２
２

４
０

４
支
援
員
（
保
育
士
資
格
、
児
童
厚
生
員
資
格
所
持
）
１
人

補
助
員
３
人
（
１
日
１
人
、
午
後
２
人
）

宮
児
童
ク

ラ
ブ

８
１

９
２

６
０

６

支
援
員
（
保
育
士
資
格
、
児
童
厚
生
員
資
格
所
持
）
１
人

児
童
厚
生
員

１
人

臨
時
支
援
員

１
人

補
助
員
３
人
（
１
日
１
人
、
午
後
２
人
）

遠
刈
田
児

童
ク

ラ
ブ

１
０

１
４
０

２

支
援
員
（
保
育
士
資
格
、
児
童
厚
生
員
資
格
所
持
）
１
人

補
助
員

１
日
（
１
日
）

＊
他
５
館
兼
務
補
助
員

１
人

計
１
３
０

１
２
９

２
２
０

１
９

５



自
由

来
館

利
用

児
童

数
（

１
日

平
均

数
）

①

全
校

生
徒

数
か

ら
み

た
自

由
来

館
利

用
割

合
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
利

用
児

童
数

（
１
日
平
均
）

②

１
日
平
均

利
用
児
童
数

①
＋
②

自
由

来
館

児
童

利
用

時
間

円
田
児
童
館

３
５
．
９
人

４
３
．
７
％

５
．
３
人

４
１
．
２
人

・
４
月
～
１
０
月

午
後
４
時
３
０
分

ま
で

・
１
１
月
～
３
月

午
後
４
時
ま
で

平
沢
児
童
館

３
６
．
１
人

６
１
．
２
％

１
．
２
人

３
７
．
３
人

永
野
児
童
館

２
９
．
２
人

４
０
．
６
％

１
８
．
８
人

４
８
．
０
人

宮
児
童
館

２
３
．
３
人

１
８
．
８
％

５
３
．
７
人

７
７
．
０
人

遠
刈
田
児
童
館

１
０
．
８
人

１
３
．
３
％

４
．
８
人

１
５
．
６
人

（
２
）
児
童
館

（
小
学
生
自
由
来
館
の
状
況
・
Ｈ
２
９
年
度
）

６



（
３

）
ご

ざ
い

ん
学

習
室

（
小

・
中

学
校

に
お

け
る

放
課

後
学

習
指

導
）

・
被
災
地

（
３

県
）

支
援

と
し

て
、

Ｈ
２

６
年

度
～

Ｈ
３
２
年
度
ま
で
の
国
の
事
業

・
児
童
生
徒
の

家
庭

学
習

の
習

慣
形

成
お

よ
び

学
力

向
上

、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
目
的

・
各
小
学
校
の

教
室

で
週

２
回

実
施

（
年

間
６

０
日

）

・
学
び
支
援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

学
習

指
導

※
小
学
生
の
み
今
回
は
記
載
。

〔
平
成
２
９
年
度
ご
ざ
い
ん
学
習
室
実
績
〕

（
人
）

＊
学
習

室
へ

の
来
館

者
は

の
べ
で

在
籍

児
童
の

約
２

５
％

円
田

小
平

沢
小

永
野

小
宮

小
遠

刈
田

小

在
籍
児
童
数

９
１

５
９

１
０
３

１
９
６

８
５

利
用
者
数

２
３
．
５

１
４
．
５

１
８
．
９

３
４
．
４

３
３
．
８

７



５
.蔵

王
町

が
抱

え
る
放

課
後
児

童
ク

ラ
ブ

の
問

題
点

（
１

）
利
用

ニ
ー

ズ
へ
の

対
応
へ
の
問
題
点

•
広

大
な
面

積
を

持
つ
蔵

王
町

は
、
小

学
校

区
ご
と

に
立

地
条

件
が

大
き

く
異

な
り

人
口

分
布

に
も

差
が

あ
る
。

•
ア

ク
セ
ス

が
よ

い
町
内

部
に

人
口
が

集
中

し
て
い

る
が

、
山

間
部

の
地

区
に

は
人

口
が

少
な

い
。

•
町

内
で
も

人
口

分
布
に

ば
ら

つ
き
が

あ
る

こ
と
か

ら
利

用
ニ

ー
ズ

に
も

ば
ら

つ
き

と
い

う
大

き
な

差
異

が
生
じ

て
い

る
。

各
放

課
後
児

童
ク
ラ
ブ

が
抱
え
る

悩
み

が
異

な
る

。

８



具
体
的
支
障

例

•
宮

児
童
館

に
は

、
登
録

児
童

数
は
増

加
し

、
定
員

を
超

え
る

事
態

が
近

年
起

こ
っ

て
い

る
。

•
一

方
、
山

間
部

の
遠
刈

田
児

童
館
の

登
録

児
童
数

は
一

人
で

あ
る

。

•
町

内
に
お

い
て

利
用
ニ

ー
ズ

の
偏
り

が
顕

著
に
現

れ
て

お
り

、
必

要
な

支
援

員
の

数
、

施
設

の
規

模
に

お
い
て

も
施

設
ご
と

に
大

き
く
異

な
る

。

９



（
２
）
放

課
後
児
童

対
策

に
係
る

人
材
の
確
保
に
関
す
る
問
題
点

•
急
激

な
利
用

児
童

数
、

登
録

児
童

数
の

増
加

に
よ

り
職
員
を
増
員
し
た
。

学
校
長
期

休
業

日
を

除
き

、
午

前
中

は
２

名
勤

務
。
午
後
の
み
の
職
員
確
保
の
た
め
、
短

時
間

の
パ

ー
ト

タ
イ

ム
等

の
職

員
も

確
保

し
、

運
営

は
行

え
て

い
る
が
研

修
受

講
は
ハ
ー

ド
ル

が
高

い
部
分
が

あ
る

・
研
修
受
講

中
の

代
替

職
員

が
多

く
確

保
で

き
な

い
。
（
１
年
で
２
名
受
講
）

・
支
援
員
や

補
助

員
の

な
り

手
が

い
な

い
。

・
パ
ー
ト
タ

イ
ム

で
働

く
女

性
等

な
の

で
、

通
常

勤
務
時
間
外
に
研
修
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

１
０



（
３
）
放
課

後
児
童

対
策

に
係
る

施
設
の
確
保
に
つ
い
て
の
問
題
点

•
宮

児
童

ク
ラ

ブ
は

、
急

激
な

登
録
、

利
用

児
童

数
の

増
加

に
伴

い
施

設
の

増
築

を
行

っ
た

が
、
安

全
確

保
、

質
の

確
保

が
む

ず
か

し
い

。

・
昨

年
度

よ
り

、
一
斉

下
校

日
に
限

り
小

学
校
体

育
館

を
利

用
し

た
。

・
職

員
が

２
つ

に
分
か

れ
る

た
め
、

職
員

確
保
が

大
変

だ
っ

た
。

・
平

成
３

０
年

度
さ
ら

に
増

築
予
定

１
１



６
．

放
課

後
児
童

ク
ラ
ブ

の
従
う

べ
き

基
準

の
参

酌
化
に

対
す
る

方
向
性

２
名
の

職
員

配
置
が

必
須

条
件
で

あ
る

が
、
地

域
差

や
利

用
児

童
数

に
対

応
し

た
柔

軟
な

人
員

配
置
が
可

能
で

あ
れ
ば

利
用

数
が
増

加
し

て
い
る

ク
ラ

ブ
に

加
配

し
、

少
な

い
地

域
に

は
利

用
児

童
数
に
あ

っ
た

職
員
数

を
配

置
で
き

る
。

人
材
確

保
は

町
村
に
お

い
て

喫
緊
の

課
題

で
あ
り

、
人

材
有

効
活

用
を

行
い

た
い

。

安
全

確
保

の
た
め
に

蔵
王

町
は
、

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」

各
小

学
校

⇔
各

児
童

館
を

結
ん

で
い

る
。

・
各
地
区

、
小

学
校
と

児
童

館
が
隣

接
し

て
お
り

す
ぐ

に
駆

け
付

け
ら

れ
る

距
離

に
あ

る
。

・
災
害

時
等

（
火
災
、

地
震

、
火
山

異
常

、
不
法

侵
入

者
、

水
害

等
）

に
お

い
て

、
児

童
の

避
難

、

管
理

、
保

全
、
安
全

に
関

し
て
職

員
の

協
力
を

要
請

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

１
２
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